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あらまし 大容量 HDDの普及による映像の大量蓄積に伴い，ユーザの所望するシーンを自動検出し，提示する技術

が求められている．これを受けて本報告では，ニュース映像における演説やインタビューなどのモノローグシーン検

出手法の提案，及びそれらを用いたニュース発言集の自動作成を試みる．モノローグシーン検出では，画像・音声・

テキスト情報を用いた統合メディア処理により既存の手法を効果的に組み合わせることで，入力映像のみを情報源と

した自動検出手法を提案する．発言集の作成には，クローズドキャプション中の人名による，各モノローグシーンの

名前の対応付けにより，登場人物の発言集の作成を試みた．実験の結果，モノローグ数の最も多い上位 3名の登場人

物に対して，平均再現率 37％，平均適合率 52％の発言集の正答率が得られた．
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Abstract According to accumulation of large amount of videos by the spread of large capacity HDDs, automatic

detection and presentation of the scene that a user desires are requested. In this report, we propose a method of

detecting monologue scenes in news videos, such as speeches or interviews, and of creating a news speech archive.

In the monologue scene detection, existing techniques are effectively combined by media integration using image,

audio, and text information. By this process, we propose a method of automatic monologue scene detection using

only input videos as the source. To create a news speech archive, monologue scenes named by person names that

appear in the closed caption text are used. As a result of experiments, we obtained recall of 37% and precision of

52% as a percentage of correct answers for persons with the top three large speech clusters.

Key words news video, monologue scene

1. は じ め に

近年，大容量 HDDの普及により映像を大量に蓄積して利用

する機会が増えつつある．これに伴い，ユーザの所望するシー

ンを映像中から自動で検出し，提示する技術が求められている．

特にニュース映像は人類の活動の記録であり，その内容の重要

性や資料的価値の点からも，このような技術の需要が高い．

本報告では，このようなニュース映像から演説やインタビュー

などのモノローグシーンを検出し，それらを用いたニュース発

言集の自動作成を試みる．作成された発言集からユーザの関心

のある過去数年間の発言を閲覧したり，番組製作者側の編集作

業の支援などへの様々な利用が考えられる．

本報告ではまず，2.でモノローグシーン検出の従来研究につ

いてまとめ，3.で提案手法によるモノローグシーンの検出過程

の紹介とその評価実験を行う．4.ではモノローグシーンの名前

の対応付けによるニュース発言集の作成手法の紹介と本報告で
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紹介した処理過程全体にわたる評価実験の結果を示し，5.でま

とめとして各実験の考察と今後の課題を述べる．

図 1 ニュース発言集作成のイメージ

2. 従 来 研 究

モノローグシーン検出は，映像検索の評価型ワークショップ

TRECVID (TREC Video Retrieval Workshop) [1] でも注目

されており，高次特徴抽出タスク「News subjects monologue」

として課題になった．これに対して，Hauptmannら [2]は，ア

ナウンサやレポータなどの番組関係者シーンの除去により，モ

ノローグシーンを検出している．番組関係者とそれ以外の人物

との識別は，Video-OCR により認識したオープンキャプショ

ン (画面上に表示される字幕)上の人名とWebページから収集

して作成した放送局関係者の人名データベースとの照合により

行っている．また，Amirら [3]は，人手によりアノテーション

が付与された学習映像から画像特徴，音声特徴，テキスト特徴

をそれぞれ個別に抽出し，それらを組み合わせることにより高

次特徴抽出器を構築している．これらの高次特徴抽出器をさら

に組み合わせることにより，モノローグシーンの検出を実現し

ている．

これらの従来研究では共通して，Webページ等の入力映像以

外の外部情報や事前知識を情報源として利用している．しかし，

映像によっては，これらの情報を放送局などから取得できない

可能性や，事前に人手で学習データを収集する際にかかるコス

トなどの問題が挙げられる．これをうけて本研究では，画像・

音声・テキストを用いた統合メディア処理により，既存の手法

を効果的に組み合わせることで，これらの問題に対処する．特

に，テキスト情報を手がかりに番組関係者の発話モデルを作成

することで，入力映像のみを情報源とするモノローグシーンの

自動検出手法を提案する．

3. モノローグシーンの検出

3. 1 処理の概要

ここでは，映像中の人物が肉声で発話している連続した映像

区間をモノローグシーンと定義し，以降その検出過程について

述べる．提案手法では，番組関係者の音声学習サンプルを入力

映像から直接取得することにより，発話モデルを動的に作成す

る．はじめに，画像情報により顔領域を含むショットを検出し，

モノローグシーンの候補とする．さらに，テキスト情報として

使用するクローズドキャプションから各番組関係者の発話時刻

を得て，音声情報によりそれらの人物の発話モデルを作成する．

これにより，番組関係者の発話区間を除去することでモノロー

グシーンを自動検出する．図 2にモノローグシーンの検出過程

を示す．

図 2 モノローグシーン検出の処理手順

3. 2 モノローグシーン候補の検出

3. 2. 1 フェイスショットの検出手順

モノローグシーンを検出するうえで最も大きな手がかりとな

るのが，顔領域の有無である．そこで，ここでは顔領域の存在

するショットをモノローグシーン候補 (以降，フェイスショット)

として検出する．

はじめに前処理として，RGBヒストグラムによるカット検

出を行い，各ショットから顔領域を検出する．ここでは，現時

点で最も性能の良いオブジェクト検出手法とされている Haar-

like 特徴による高速オブジェクト検出手法 [4] [5] を適用した．

Intel 社がオープンソースで公開しているコンピュータビジョ

ン関連のライブラリ (Open Source Computer Vision Library,

OpenCV) [6]にこのアルゴリズムが実装されているため，本研

究ではこれを使用した．演説やインタビューなどを撮影する場

合，カメラマンは被写体となる話者をフレーム内に収め，さら

に話者の表情を的確に捉えようとする．そのため，モノローグ

シーン中にみられる顔の多くは，比較的大きな正面顔かつ画面

の中央付近に現れる傾向がある．そこで，フェイスショットを

検出する際の条件として，以下の 3つを設定した．なお，正面

顔の向きは，OpenCVに付属する正面顔検出器によって検出で

きる範囲内とする．

• 顔の向きは正面．

• 顔の大きさは画像全体の 8％以上．

• 顔の重心は図 3の灰色部分内．

3. 2. 2 フェイスショットの検出実験

これまでの処理により，フェイスショットの検出実験を行っ

た．評価データとして使用したニュース映像の仕様を表 1に示

す．実験の結果を図 4に示す．全体では，平均再現率 78.5％，

平均適合率 30.4％の精度であった．フェイスショットとしての

検出漏れは，どの評価データにおいても少数で，顔の向きや帽
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図 3 顔領域検出の位置条件

子などのオクルージョンによる影響が主な原因であった．しか

し，検出されたフェイスショットには，モノローグではないシー

ンが数多くみられた．その内訳として，アナウンサやレポータ

の顔のクローズアップショット，映像中の人物と発話者が一致

していないショットが挙げられる．後者は，番組関係者が映像

中の人物に関する情報や，その発言内容に間接的に言及する場

合であり，ニュース映像に頻繁にみられるシーンである．

表 1 ニュース映像の仕様

ニュース映像 「NHK ニュース 7」

フレームレート 30 (frame/sec)

画素数 352 × 240 (pixel)

総時間 30 (min) × 31 本 (1ヶ月分)

期間 2004 年 1 月 1 日～1 月 31 日

図 4 モノローグシーン候補 (フェイスショット) の検出結果

3. 3 モノローグシーン候補の絞込み

フェイスショットに含まれるモノローグではない区間に共通

する傾向として，音声が画像中の人物ではなく，番組関係者で

ある点が挙げられる．図 5 のように，フェイスショットには，

番組関係者の発話区間や無音区間が含まれている．そこで提案

手法では，テキスト情報と音声情報の併用により，各番組関係

者の発話モデルをそれぞれ動的に作成し，モノローグシーン候

補 (フェイスショット)の音声部とモデル照合する．これにより，

音声が番組関係者である発話区間を除去し，正確にモノローグ

シーンを検出する．

図 5 フェイスショットとモノローグシーンの関係

3. 3. 1 音声学習サンプルの自動収集

クローズドキャプション (Closed Caption, CC)とも呼ばれ

る文字放送字幕テキストを利用して，各番組関係者の発話モデ

ル作成のために学習サンプルの収集を行う．CCには，音声の

書き下しテキスト (発話文) とその音声が発せられた時刻が記

述されているため，各番組関係者の発話文を推定することがで

きれば，その発話時刻を手がかりに入力映像から直接，音声学

習サンプルを収集することができる．なお，実際に発せられた

音声と CCに記述された発話文及び発話時刻には若干のズレが

生じているが，本研究では，事前にそれらの同期処理が施され

た CCを使用している．

アナウンサはニュース映像の放送開始後，最初に発話する人

物と考えられるため，CCの冒頭に記述された発話文をアナウ

ンサのものと仮定する．また，レポータの発話文の推定には，

その直前のアナウンサの発話文の内容に注目する．評価データ

とは別の 20日分のニュース映像において，レポータが発話す

る直前の文に含まれる語の出現頻度を調べたところ，“記者”，

“取材”，“中継”の 3つの語が多く含まれることを確認した．こ

こでは，この 3つの語に対するキーワード検索と文法的特徴を

組み合わせた以下の 2つの条件を満たす発話文を，レポータが

発話する直前のアナウンサのものと推定する．

条件 1. 呼びかけ：文の末尾が「固有名詞＋ “さん”」．

条件 2. 文が過去形でない and “記者”,“取材”,“中継”の

いずれかを含む．

条件 1はアナウンサによるレポータへの呼びかけを想定して

いる．また，条件 2はアナウンサとレポータとのやりとりがリ

アルタイムで行われることを想定している．この 2 つの条件

のいずれかを満たす場合に限り，学習サンプルとしての収集の

対象とみなす．なお，品詞分解と時制判定のために，形態素解

析システム「JUMAN ver.5.1」[8]と構文解析システム「KNP

ver.2.0」[9]を使用した．

3. 3. 2 番組関係者の発話区間の除去

入力映像から収集された各番組関係者の音声学習データに対

し，FFTパワーによる有音区間の検出後，発話モデルをそれぞ

れ作成し，モノローグシーン候補 (フェイスショット)の音声部

とベクトル量子化歪によるモデル照合を行う．発話モデルの作

成とモデル照合の処理過程を図 6に，分析条件を表 2に示す．

3. 4 モノローグシーンの検出実験

3.3 節の絞込み処理により，モノローグシーンの検出実験

を行った．評価データは表 1 に示したニュース映像と同じで，

3.2.2節の実験結果として求められたフェイスショットを絞込み

の対象とした．実験の結果を図 8に示す．全体では，平均再現
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図 6 発話モデルの作成とモデル照合

表 2 音声の分析条件

サンプリング周波数 16[kHz]

量子化ビット数 16 [bit]

高域強調 1− 0.97z−1

フレーム長 256 点

フレーム周期 128 点

窓タイプ ハミング窓

音声特徴量 128 次対数スペクトル包絡

(18 次 LPC ケプストラム係数)

距離尺度 ユークリッド距離

率 76.6％，平均適合率 55.0％と，平均再現率に若干の低下が

みられるものの，絞込みにより平均適合率に約 25％の改善を

確認した．

図 7 モノローグシーンの検出結果

CC冒頭の 1文はほぼ確実にアナウンサの発話文であったた

め，発話モデル作成のために十分な学習データを収集すること

ができた．その結果，モノローグシーンの誤検出には，アナウ

ンサ発話区間はほとんど含まれていなかった．その一方で，レ

ポータ発話区間の除去が不十分であった．その主な原因として，

録画中継の存在がある．生中継におけるレポータは，アナウン

サとの間でリアルタイムにやりとりするため，レポータ発話文

の推定条件を満たす文法的特徴がアナウンサ発話文中にみられ

た．しかし，録画中継の場合，そのようなやりとりが生じず，

突発的にレポータの発話が開始されるため，CCから文法的特

徴を抽出することができなかった．そのため，音声学習サンプ

ルが収集できず，発話モデルを作成できない問題が生じた．

4. ニュース発言集の作成

ニュース発言集を作成するためには，これまでに検出したモ

ノローグシーンを人物ごとに分類する必要がある．本研究では，

CC中に出現する人名により，各モノローグシーンに名前を対

応付けることで，発言集の作成を試みた．

4. 1 モノローグシーンへの名前の対応付け

4. 1. 1 名前の対応付けの手順

映像中の人物への名前の対応付けに関する従来研究に，Name-

Itシステム [10]がある．このシステムでは，ニュース映像中の

顔と名前の対応関係を自動抽出することにより，顔と名前の相

互検索を実現している．与えられた顔に対応する名前を推定す

るために，名前候補の推定条件をいくつか設定し，それらの推

定条件を満たす名詞を CCから抽出している．この推定条件は，

米国のニュース映像を対象に設定されたものであるが，日本の

ニュース映像にも比較的共通する部分が多い．そこで，Name-It

システムで設定されている名前候補の推定条件を基に，本研究

では，以下の 4つの条件を設定する．

条件 1. 人を表す名詞 (人物名詞)

条件 2. 文中で主語になる人物名詞

条件 3. モノローグを含むトピックで言及される人物名詞

条件 4. モノローグの直前と直後に言及される人物名詞

条件 1をモノローグシーンの名前の対応付けの最低条件とす

る．一般にモノローグシーンとは，そのトピックに関する重要

な人物の発言シーンであることから，何かしらの行動を起こし

ている人物である可能性が高い．そのため，CC中で主語とな

る人物を条件 2，トピック中で言及される人物を条件 3として

設定する．さらに，モノローグシーン中の人物は自分の名前を

滅多に発言しないことと，「Aさんは次のように述べました…」

や「A さんはこのように述べ…」といったようなモノローグ

シーン中に登場する人物をアナウンサやレポータが紹介する傾

向がみられることから，条件 4を設定する．

条件 1に設定した名前の対応付け候補の最低条件である「人

物名詞」は JUMAN による解析のみでは判定することができ

ないため，新たに人物名詞を選定し辞書に追加しなければなら

ない．井手ら [11]は，テレビニュース映像中の字幕に登場する

名詞句の語義属性を解析するための辞書を作成した．この辞書

は，テキストコーパスから一定の条件を満たす語を収集し，類

義語辞書を用いて語彙を拡張することで人物名詞の判定を可能

にしている．

また，条件 2を推定するためには事前にトピック分割処理が
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必要となる．ニュース映像のトピック分割に関する研究として，

Ideら [12]は，長時間規模のニュース映像を対象とした意味内

容に基づく知的構造化手法を提案し，テキスト特徴を用いたト

ピック分割・追跡手法を実現している．ここでは，これらの 2

つの手法により解析され，人物名詞とトピック境界がタグ付け

された CCから，名前候補の推定を行う．

なお，ひとつのモノローグシーンには複数の名前候補が対応

付けされると考えられるため，スコアにより各候補を順序付け

る．スコアは，主語になる人物名詞 (+5)，語の出現頻度 (+出

現回数× 2)と設定した．

4. 1. 2 名前の対応付け実験

これまでの処理により，モノローグシーンへの名前の対応付

け実験を行った．本手法では，原理的に CCに名前の記述がな

いモノローグシーンには名前を対応付けすることが不可能なた

め，本実験では，CCに名前の記述があるモノローグシーンの

みを対象とする．評価データは表 1に示したニュース映像と同

じで，名前の対応付けの正誤判定は，スコアの上位 3 位まで

に正しい名前が対応付けられれば，成功とみなした．実験の結

果，平均正答率約 62％と，十分な精度には達していないもの

の，テキスト情報のみを用いた結果としては，比較的良好と考

える．実験結果から，本手法ではモノローグシーンの名前候補

として，頻繁に登場する人物名，つまり，話題の中心人物のス

コアが全体的に高くなる傾向がみられた．

図 8 モノローグシーンの名前の対応付け結果

4. 2 モノローグシーンのクラスタリング

登場人物のニュース発言集を作成するために，モノローグ

シーンに付与された名前候補とそのスコアを手がかりとしたク

ラスタリングを行う．具体的には，各モノローグシーンの名前候

補のスコアを特徴ベクトルとして，最近傍 (Nearest Neighbor,

NN) 法によりクラスタリングする．各クラスタの代表ベクト

ルの更新は，新規にクラスタに属するモノローグシーンのスコ

アとそれ以前の代表ベクトルのスコアとの比較により，その上

位 3位の名前候補を新規クラスタの代表ベクトルとする．また，

各モノローグシーンに付与された名前候補の論理積 (AND)を

とり，共通する名前候補のスコアを乗算した総和をモノローグ

間の類似度として算出する．類似度の算出例を図 9に示す．

図 9 類似度の算出例

表 3 ニュース発言集の作成結果

発言集名 小泉 ブッシュ 福田

総理大臣 大統領 官房長官

全モノローグ数 49 9 11

収集されたモノローグ数 38 13 11

正分類モノローグ数 10 5 4

誤分類 非モノローグ数 18 8 7

名前の対応付けの 10 0 0

分類誤りモノローグ数

再現率 [％] 20 56 36

適合率 [％] 36 62 57

4. 3 ニュース発言集の作成実験

これまでの実験に用いてきた評価データ (1ヶ月分のニュース

映像) に，さらに 1ヶ月分のニュース映像を加えた評価データ

に対して，モノローグシーンの検出，及びモノローグシーンの

名前の対応付けを行い，ニュース発言集の作成実験を行った．

モノローグ数の最も多かった上位 3位の登場人物に対する実験

結果を表 3に示す．その結果，平均再現率 37％，平均適合率

52 ％の発言集の完成度が得られた．これは，モノローグシー

ンの検出からモノローグシーンのクラスタリングまでの完全自

動処理の結果であり，表中の全モノローグ数には CCに名前の

記述のないモノローグ数も含まれている．誤分類の原因として

は，モノローグシーンの誤検出の占める割合が多く，前述した

録画中継におけるレポータの影響が大きい．他の原因は，モノ

ローグシーンの名前の対応付け誤りによるものである．表 3の

結果をみると，「小泉総理大臣」の対応付け誤りのモノローグ数

が他に比べ，極端に多いことが分かる．前述の通り，頻繁に登

場する話題の中心人物の名前を候補として誤って推定してしま

う影響がこの結果からもみられた．実験により作成されたブッ

シュ大統領のニュース発言集について，図 10に正分類の結果

を，図 11に 2つの原因による誤分類の結果を示す．

5. ま と め

本研究では，ニュース映像中のモノローグシーンの検出，及

び登場人物のニュース発言集の作成を試みた．モノローグシー

ンの検出では，画像・音声・テキスト情報を用いた統合メディ

ア処理により，既存の手法を効果的に組み合わせることで，入

力映像のみを情報源とするモノローグシーンの自動検出手法を

提案した．

モノローグシーン候補の検出では，おおよその候補を検出す

ることができたが，顔の向きや帽子などのオクルージョンによ

る検出漏れが少数みられたため，横顔への対応などが今後必要

となる．
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モノローグシーン候補の絞込みには，テキスト情報を手がか

りに作成した番組関係者の発話モデルによるモデル照合を行う

ことで，番組関係者の発話区間を除去した．その結果，アナウ

ンサ発話区間は良好に除去できたものの，録画中継におけるレ

ポータの発話区間の除去が不十分であった．これは，アナウン

サとのやり取りが生じないためであり，CC中から文法的特徴

が抽出できず，発話モデルを作成することができなかったため

である．このように，突発的なレポータ発話に関しては，テキ

スト情報のみでの対処は困難なため，画像情報によるレポータ

シーンの検出などが今後の課題として挙げられる．

モノローグシーンの名前の対応付けでは，CCに出現する人

物名を利用し，名前の対応付けを行った．テキスト情報のみを

用いた結果としては比較的良好であったため，オープンキャプ

ションの認識結果との併用などにより，さらなる改善が期待で

きる．

登場人物によるニュース発言集の作成では，名前候補とスコ

アを手がかりとした最近傍法によるモノローグシーンのクラス

タリングを行った．クラスタリングの精度は，モノローグシー

ンの名前の対応付けの精度に大きく依存するため，これとは独

立した手がかり，例えば，顔や音声によるクラスタリング手法

の検討が必要不可欠であると考える．

実際にこれらの手法を用いて，発言集を作成した．精度とし

てはまだ十分な結果は得られていないものの，発言集作成まで

の個々の手法についての上記の改善手法により，さらなる精度

の向上が期待できる．
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